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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成29年11月9日(2017.11.9)

【公開番号】特開2015-75110(P2015-75110A)
【公開日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-026
【出願番号】特願2014-205338(P2014-205338)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ  11/22     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/28     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｊ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ   11/22     　　　　
   Ｆ０２Ｃ    7/28     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｍ
   Ｆ１６Ｊ   15/16     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンエンジン組立体（１０）であって、
　ステータ組立体（４３）と、
　複数のロータブレード（３８）に結合されたロータディスク（４２）を含み、複数のロ
ータブレードがロータディスクから半径方向外向きに延在しているロータ組立体（３７）
と、
　複数のロータブレードの周りで少なくとも部分的に延在してクリアランスギャップ（５
０）を定めるケーシング（２８）と、
　回転可能シャフト（７８）、該シャフト（７８）に結合したスプール（８０）及び該ス
プール（８０）に結合したシール（５２）を含む動的シールデバイス（１４）と
を備え、動的シールデバイスが、スプール（８０）からシール（５２）を巻き戻すように
シャフト（７８）を選択的に回転させてケーシングと複数のロータブレードとの間にシー
ル（５２）を挿入し、ロータ組立体が作動中である間、複数のロータブレードとケーシン
グとの間に定められるクリアランスギャップ（５０）を縮小するように構成されている、
タービンエンジン組立体（１０）。
【請求項２】
　動的シールデバイスが更に、スプール（８０）の周りにシール（５２）を巻き取るよう
にシャフト（７８）を選択的に回転させてケーシング（２８）と複数のロータブレード（
３８）との間からシール（５２）を取り出し、ロータ組立体が作動中である間クリアラン
スギャップ（５０）を増大させるように構成される、請求項１記載のタービンエンジン組
立体（１０）。
【請求項３】
　コントローラ（１００）と、
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　ロータ組立体（３７）の少なくとも１つの特性を測定するセンサ（１０２）と、
を更に備え、コントローラが、
少なくとも１つの特性に基づいてロータ組立体の作動状態を判定し、
ロータ組立体の所定の作動状態の間にシール（５２）を挿入するように動的シールデバイ
ス（１４）に命令する
ように構成されている、請求項１又は請求項２記載のタービンエンジン組立体（１０）。
【請求項４】
　コントローラが更に、ロータ組立体の第２の所定の作動状態の間にシール（５２）を取
り出すように動的シールデバイス（１４）に命令するように構成されている、請求項３記
載のタービンエンジン組立体（１０）。
【請求項５】
　ケーシング（２８）が、保持溝（５４）を定める内側表面（３０）を含み、保持溝が、
シール（５２）を内部に受けるサイズにされる、請求項１乃至請求項４のいずれか１項記
載のタービンエンジン組立体（１０）。
【請求項６】
　複数のロータブレード（３８）と該複数のロータブレードの周りで少なくとも部分的に
延在してクリアランスギャップ（５０）を定めるケーシング（２８）とを備えるタービン
エンジン（１２）において使用するための動的シールデバイス（１４）であって、
　動的シールデバイス（１４）が、回転可能シャフト（７８）と、該シャフト（７８）に
結合したスプール（８０）と、該スプール（８０）に結合したシール（５２）とを含んで
おり、
　動的シールデバイス（１４）が、タービンエンジンの運転中に、スプール（８０）から
シール（５２）を巻き戻すようにシャフト（７８）を選択的に回転させて複数のロータブ
レード（３８）とケーシング（２８）との間にシール（５２）を挿入して、複数のロータ
ブレードとケーシングとの間に定められるクリアランスギャップ（５０）を縮小するよう
に構成されている、動的シールデバイス（１４）。
【請求項７】
　スプール（８０）の周りにシール（５２）を巻き取るようにシャフト（７８）を選択的
に回転させてケーシング（２８）と複数のロータブレード（３８）との間からシール（５
２）を取り出して、タービンエンジン（１２）の運転中にクリアランスギャップ（５０）
を増大させるように更に構成されている、請求項６記載の動的シールデバイス（１４）。
【請求項８】
　シール（５２）が、第１の端部（８２）と、第２の端部（８４）と、第１の端部（８２
）と第２の端部（８４）の間の本体（８６）とを含んで折り、第１の端部（８２）がスプ
ール（８０）に結合しており、本体（８６）を、複数のロータブレード（３８）とケーシ
ング（２８）との間に挿入することができる、請求項６又は請求項７記載の動的シールデ
バイス（１４）。
【請求項９】
　タービンエンジン（１２）のシールを可能にする方法であって、
　動的シールデバイス（１４）のスプール（８０）からシール（５２）を巻き戻すように
シャフト（７８）を回転させ、タービンエンジンの運転中に、シールが複数のロータブレ
ードとケーシングとの間に定められるクリアランスギャップ（５０）を縮小するように、
タービンエンジンの複数のロータブレード（３８）とケーシング（２８）との間にシール
（５２）を挿入するステップを含む、方法。
【請求項１０】
　タービンエンジンの運転中に、動的シールデバイス（１４）を用いて、スプール（８０
）の周りにシール（５２）を巻き取るようにシャフト（７８）を選択的に回転させてケー
シング（２８）と複数のロータブレード（３８）との間からシール（５２）を取り出して
、クリアランスギャップ（５０）を増大させるステップを更に含む、請求項９記載の方法
。
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